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小美玉の旬な話題を紹介します

税別価格表示アミ戸張替え 2％割引セール

畳表替 　3,500円～

大サイズ

　2,000円アミ戸張替
厚口紙 大サイズ

　2,300円障子張替

　2,500円～襖貼替

感染対策
行っています

☎0299(26)0669
石岡市旭台 1-15-1

子どもたちの防犯のため役立てます 子どもたちが安全に通学できるよう役立てます

安全で安心なまちづくりに関する協定を締結しました

常陽銀行美野里支店が

新入児童へ防犯ブザーを寄贈
新ひたち野農業協同組合が

新入児童へ交通安全帽子を寄贈

　小美玉市、株式会社セイミヤ、茨城県石岡警察署の三者は、3月 17 日（火）に「安全で安心なまちづく

りに関する協定」の締結式を行いました。

　今回の協定により、子どもや高齢者、障がい者の見守りをはじめ、防犯や交通安全など、地域住民の安

全・安心に係る活動について、株式会社セイミヤが運営する「とくし丸」の営業のなかで情報共有と連携

を図る協力体制を構築してまいります。

左から㈱セイミヤ加藤代表取締役社長、島田市長、

角田石岡警察署長

広報おみたま 4月号に掲載した「わだい」の記事に、お名前の誤りがありました。

◆ P15　（正）磯部 斗真さん　（誤）磯部 斗間さん　お詫びして訂正いたします。　教育委員会 指導室

移動スーパー「とくし丸」
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小美玉の旬な話題を紹介します

フォルム株式会社
◆本社
　〒 233-0066
　横浜市港北区高田西 1-1-47
　☎ 045-591-6001 
◆茨城工場
　〒 311-3416
　小美玉市与沢1556-2
　☎ 0299-54-0131　　フォルム　自動車部品 　検索

幼児教育振興のため大切に使います

（株）沼田機業が

幼児教育振興に200 万円を寄贈

ボランティア 24 名を代表して来庁したみなさん。
マスクは必要としている施設に届けます

ボランティア有志のみなさんが

手作り布マスク 500 枚を寄贈

新広域ごみ処理施設の愛称は

「霞台クリーンセンターみらい」に決まりました！

霞台厚生施設組合 建設計画課　☎：0299-56-7773

小美玉市役所 環境課　☎：0299-48-1111(内線 1145)

問い合わせ

　愛称募集を昨年末に行ったところ 200 点以上の応

募が集まりました。多くの作品のご応募をいただき

ありがとうございました。今後も地域に寄り添い親

しみを持てる施設となるよう事業推進に努めていき

ます。

【愛称の由来】

地域のごみ処理を担っていく素敵な施設になってほ

しいとの想いから、構成市町である小美玉市の「み」、

かすみがうら市の「ら」、石岡市・茨城町の「い」を

取り、「みらい」と名付けられました。

【霞台クリーンセンターみらいとは】

・石岡市、小美玉市、かすみがうら市、茨城町のごみ・

資源物を処理する新広域ごみ処理施設

・小美玉市高崎地区に建設中

・令和 3年 4月から 4市町のごみ処理を開始予定

命名者の加納雅忠さん：前段右端

（かすみがうら市在住）
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□ 歩行や階段の上り下りなどの動作で息が切れる

□ 呼吸のたびにゼーゼー、ヒューヒューする

□ 風邪でもないのにせきや痰が出る  など

気管支は左右の肺の先端にある肺胞（ぶどうの房

状の小さな袋）まで空気を運ぶ働きをしています。

しかし、有害物質が原因で気管支に炎症が起こる

と、痰が過剰に分泌されたり、気管支がむくんだ

りするため、空気の通りが悪くなります。

肺胞では酸素を血液中に取り込んで、二酸化炭素

を排出する「ガス交換」が行われています。

しかし、有害物質が肺胞にまで及んで炎症を起こ

すと、肺胞の壁が壊されて弾力がなくなり、空気

を上手く吐き出せなくなります。

肺の生活習慣病　慢性閉塞性肺疾患（COPD）が増えています！

　喫煙が主な原因とされている慢性閉塞性肺疾患（COPD）は日本では 40 歳以上の 8.6％にあたる約 530 万人

の罹患者がいるとされています。しかし、大半が未診断・未治療であるのが現状です。現在、日本で COPD に

よる死亡は全体で９位、男性では７位となっており、今後増加するといわれています。

健康増進課　玉里保健係　☎：0299-48-1111（内線 3310・3311）問い合わせ

　別名「たばこ病」と言われ、原因

の 90％以上が喫煙によるものです。

受動喫煙を含め、たばこの煙などに

含まれる有害物質を吸うと、肺や気

管支が炎症を起こし呼吸がしにくく

なります。その結果、酸素不足とな

り、息切れを起こす病気を COPD と

いいます。影響は肺だけでなく、心疾患や骨粗しょう

症、糖尿病などを併発しやすくなります。

　COPD は進行性の病気で、現在のところ根本的な治療法はありません。しかし、早期治療により、肺の機能

低下を食い止めることができます。喫煙している限り病気の進行を止めることはできません。まずはきっぱ

りとたばこをやめることが重要です。

禁煙後 体の変化

20 分 血圧や脈拍が正常化する

12 時間 血液中の一酸化炭素が正常になる

2～ 3週間 心機能が改善する・肺機能が回復する

1～ 9か月 せき・息切れ・疲れやすさが改善される

1年 上昇していた冠動脈疾患のリスクが半減する

5年 脳卒中のリスクが非喫煙者と同じレベルになる

■ COPD とは？

■早期診断・早期治療が重要！

■症状

■正常な肺と COPD の肺のそれぞれの状態

長期の喫煙歴があり、上記の症状がある時は

病院で相談しましょう。

図：独立行政法人 環境再生保全機構 HP より

禁煙直後から体には禁煙の効果が出始

めます。禁煙をすることで COPD 以外

にもがんや脳梗塞、心筋梗塞などの病

気にかかるリスクを下げることができ

ます。

＊重症化すると、じっとしていても息苦しさを感

じるようになり、日常生活に支障をきたします。
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茨城県県単造林事業の補助をご活用ください

茨城美野里環境組合 クリーンセンターでの
5月 31 日の特別受け入れを中止します

■対象

市内で５アール以上の森林等へ植林（75 本以上

／５アール当たり）、下刈（林齢１～５年生）、除

間伐（林齢 11 ～ 60 年生）・枝打ち（林齢 11 ～

30 年生）を行う予定の方。

■補助の条件

・植林は５年間下刈をすること及び森林保険に加入

すること。

・除間伐は森林保険に加入すること。

・農地（開墾地等）への造林は必ず農業委員会で農

地転用手続きをしてから植林してください。

　美野里地区一斉クリーン作戦の実施に伴う、5月 31 日（日）の特別受け入れ日は、中止となります。

　新型コロナウイルスの県内一部地域における発生を鑑みましての判断となりますので、何卒ご理解ご協力

をいただきますようお願い申し上げます。

　なお、月曜日から金曜日にかけての祝祭日は通常通り営業しておりますので、引き続きご利用をお待ちし

ております。

■申し込み期限

６月５日（金）17:15 まで

■申請後の流れ

申請後（申請者が自己負担で）植林や間伐を行っ

た後、市に報告願います。その後、市と県で現地

確認後、経費の一部を補助します。

農政課　振興係　☎：0299-48-1111（内線 1154）問い合わせ

環境課　☎：0299-48-1111（内線 1144・1145）

茨城美野里環境組合 クリーンセンター　☎：0299-48-1571

問い合わせ

　今年度、森林を整備するため植林等の補助を希望される方に、県から補助金を交付します。申し込みをさ

れる方は、下記までお問い合わせください。

令和2年6月の窓口業務延長日は 3、10、17、24日（毎週水曜日）です。 19：00まで

実施場所 実施している課

小美玉市役所本庁 市民課、医療保険課、会計課、税務課（税に関する証明）、収納課（納付書再発行）

小川総合支所 総合窓口係
（戸籍関係、住民票関係、印鑑登録、印鑑証明、税の証明、納付書再発行、国民健康保険関係、
医療福祉関係（マル福）、後期高齢者医療関係、市税等の収納）玉里総合支所

※他市町村や関係機関への照会、確認が必要な場合は、即日対応できない場合もあります。あらかじめご了承ください。
※ご不明な点については、事前に担当課へお問い合わせください。

そんなあなたも
お気軽にご相談下さい！
外装点検・お見積り無料

茨城県知事許可　第３１５３２号　本社　石岡市半ノ木１４１５９-５

　　　中嶋塗装　　検索　　　TFL0299-57-1641

　外壁・屋根…うちもそろそろかな…？

　色々なところから営業が…
　どこに頼めばいいの…？

　　　　　　　　　一級塗装技能士による住まいの塗り替え

　　　　　　　㈲中嶋塗装工業
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